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研究成果の概要（和文）：複数のソフトで作成した画像を重ねて表示するソフトを開発し、これ

を用いた腹腔鏡手術のナビゲーションを可能とし、その成果はJournal of Endourologyにアクセ

プトされ、日本泌尿器科内視鏡学会の学会賞を授与された。また前立腺肥大症の薬物治療におい

て、内視鏡画像を用い、尿路の３D画像を用いて評価することを試み、その成果を海外の学会で

発表し、現在、論文を2編投稿中である。CT画像をDICOMもしくはJPEG形式でPCに取り込み、内臓

脂肪の量を測定するソフトを開発し、これを用いて、早期腎癌患者と肥満の関係につき、研究を

行い、早期腎癌患者は肥満傾向があることを見出し、論文として発表した。 

 

研究成果の概要（英文）：Computer-based endoscopic image processing technology harbors the 

potential to advance endourology and laparoscopic surgery by adding new value and function 

to the endoscope. We have developed a new software package that processes an opened, 

three-dimensional image of the urethra from a cystourethroscopic video image.  

We developed other new software package for fusing the 3-D CT image to live video during 

laparoscopic surgery.  
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１．研究開始当初の背景 

この 10 年の内視鏡画像の進歩は著しく、内
視鏡画像を処理することで、新たな知見が得
られるようになった。従来、手術は科学の進
歩を取り入れ発展してきた。電気メスしかり、
シーリングデバイスしかり、腹腔鏡しかりで
ある。一方、画像処理の進歩の応用は十分と
は言い難い。例えば、コンピューターソフト
上で光を分光できるようになったが、それを
内視鏡で腫瘍を診断することに用いること
ができれば診断の質を上げることが可能と
思われる。 

 

 

２．研究の目的 

NBI や蛍光内視鏡など画像を処理するさま
ざまなハードが現在応用されているが、いず
れも安価とは言い難い。画像を PC に取り込
み、そこでソフト上で処理を行うことで同様
の効果を得ることができれば極めて安価に
行うことができる。医療費も抑制する必要が
あり、コストパフォーマンスのよい新たな画
像診断、手術補助を目的にソフトを開発し、
臨床に応用することがこの研究の目的であ
る。 

 

 

３．研究の方法 

1）分光ソフトの適切な分光条件を見つける 
2）術中に術者自身が操作できる画像合成ソ
フトの開発 
3）内視鏡画像より得た 3D 構築画像を用い、
前立腺肥大症患者の肥大の程度を定量化し
薬物治療の効果をみる。 
4）画像の濃淡の違いを認識するソフトを用
い、脂肪の濃度の部分を取り出し、その面積
を計算するソフトを開発する。これは濃度差
をみているため、JPEG 画像にても処理が可能
である。 
 
 
４．研究成果 
1）術中に、術者が簡単に画像の拡大や回転
などの操作をワイヤレスマウスでできるソ
フトを開発し、腹腔鏡下手術におけるナビゲ
ーションを可能とした。通常のシステムは画
像を操作するオペレーターが必要となるが、
このシステムは手術を行う術者自身が行う
ことで、自分が欲しい画像を瞬時に取り出し、
それを実際の腹腔鏡手術画像に重ねること
が可能であることが特徴である。通常、術者
が研修中である際には主に、第一助手である
指導医が画像を合成し、重ねることで術者に
ナビゲーションを行う。 
2）薬物投与前後の前立腺肥大症患者におけ
る膀胱尿道内視鏡画像より前立腺部尿道の
３D 再構築を試み、その画像を比較すること

で薬物治療の効果を定量することに成功し
た。これにより、α1 受容体拮抗薬タムスロ
シンにより、前立腺部尿道の拡張する部位は
一様ではなく、精丘周囲が最も拡張すること
を見出した。またナフトピジルにおいて拡張
する部位はタムスロシンと同じではなく、そ
れぞれの薬剤の作用に差があることを世界
で初めて内視鏡画像を用い、示すことに成功
した 
3）腎癌患者、尿路結石患者の内臓脂肪を測
定し、stage I の患者は stage II の患者に比
べ、内臓肥満があること、腎癌患者は全国平
均と比しても内臓肥満傾向であることを見
出した。また、尿路結石症患者はさらに肥満
傾向があることを見出した 
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